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成果の特徴
• 低酸素庫（容積７ｍ３ ，210ｍ３）を用いた低酸素殺虫技術開発しました。
• 殺虫には、酸素濃度0.1％、温度30℃、4日間連続処理が必要です。
• 処理対象物のかさ密度によって上記殺虫条件到達までの時間が異なります。

想定される用途・連携希望先
穀物貯蔵庫・加工施設，各種食品工場での利用が想定されます。
本技術は、従来の倉庫くん蒸と同等の処理時間で殺虫可能であり、大規模施設での
殺虫を想定している企業との連携を希望します。

低酸素庫による貯穀害虫の殺虫

プレスリリース「大規模な低酸素環境で殺虫を実現- 地球環境に優しい窒素ガス置換殺虫技術 -」2025年6月11日
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nfri/169339.html
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1) 小規模低酸素庫（7ｍ３）にて酸素濃度0.1％、温度30 ℃の条件で実施
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